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１．はじめに 

 政策介入や都市基盤の変更等に応じて都市空間で

起こりうるシナリオを事前に推定し分析することは，

公衆衛生や都市計画，マーケティング等幅広い分野

で応用が期待される．特に人流把握に対する需要は

大きい．特に，デジタルツイン技術と人流を含む多

様なデータの組み合わせにより，ユーザーが Web ブ

ラウザ上で任意のシナリオを試すことができるよう

な環境開発が望まれる（Ketzler et al. 2020; Ramu et al., 

2022）． 他方，人流データのシミュレーションは一

般的に大規模なコンピューター資源や高価な位置情

報データの購入等が前提となる．そこで本研究では，

ユーザーがデジタルツイン上で簡易的なシミュレー

ションを試すことができる環境構築に貢献するため，

基盤的なシミュレーションモジュールのプロトタイ

プを開発した．具体的にはユーザーが任意のシナリ

オに関する情報を入力すると，入力シナリオに基づ

いた都市空間での擬似的な人の流れデータを生成す

るモジュールを作成した．例えば，大型ショッピン

グモールが建設された場合に人の流れや買い物行動

にどのような変化が起こりうるのか，災害発生時の

避難行動は個人属性等に応じてどのように変化する

のかなどのシナリオ検証を可能にするものである．

本モジュールの特徴は，年齢や性別，職業タイプ，

世帯構成などの個人属性に応じたシナリオ生成や，

個人の異質性を考慮した行動パターンの検討が可能

である点にある．また，本モジュールで生成する人

流データは実データではないため，一般的な位置情

報データに比べ，プライバシーへの懸念が少ない． 

 本稿は以下次のように構成される．まず第 2 章で

関連研究および本研究の基盤技術である擬似人流に

ついて概観する．続く第 3 章では，本研究で作成す

るモジュールの概要を示す．第 4 章では，モジュー

ルで生成した擬似人流データの結果を示す．第 5 章

で本稿をまとめる． 

 

２．関連研究 

 本章では，まず 2.１節で都市空間のデジタルツイ

ンの主要機能のうち what-if 分析に着目しながら関

連研究を示し，続いて 2.2 節で，本稿で生成する擬

似人流に関連する先行研究をまとめる． 

 

2.1．デジタルツインでのWhat-if 分析 

 デジタルツインは，データやシミュレーションに

よって現実世界の物や場所，人などを仮想的にデジ

タル空間に表現するもので，都市空間のほか工場の

シナリオに基づく擬似人流生成のためのシミュレーション基盤の構築 
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生産ラインでの活用から農業，環境・気象，医療ま

で多様な分野で取り組みが広がっている（Rasheed et 

al., 2020; Ramu et al., 2022; Ketzler et al., 2020）．都市

空間のデジタルツインは，工場のデジタルツインな

ど特定領域での運用と比べて，レプリカの対象とな

るデータが膨大かつ複雑であることなどから実用は

始まったばかりである（Batty & Wei, 2020）．特に物

理空間（例えば建物や道路，地形等）のみならず物

理空間と環境との相互作用や社会経済的側面をデジ

タルツイン上でどう実現するかは課題である（Batty, 

2018）．都市空間におけるデジタルツインの中核的機

能としては，実世界と限りなく近い環境生成に基づ

く現状の確認のほか，実世界では容易に試すことが

できないシナリオを仮想空間で実現する What-if シ

ナリオ分析を行える点もある．（Ketzler et al. 2020; 

Ramu et al., 2022; 総務省, 2021）．What-if 分析を通じ

た実世界とデジタル空間の間でのフィードバック循

環が生まれることで，都市空間の利便性向上や気候

変動，人口減少や高齢化等の各自治体が抱える課題

への貢献が期待される．なお，ユーザーの入力値に

基づき Web 上でユーザーが様々なシナリオを試す

ことができるアプリケーションの例としては

Hasegawa et al (2019)がある．国内自治体を対象に，

ユーザーの設定値に基づき将来の推計人口や，医療

機関・公共施設等へのアクセシビリティの変化など

確認できる(Hasegawa et al., 2019) ．こうしたユーザ

ーの入力値に基づく比較的自由なシミュレーション

が，より多様な都市機能や社会経済的側面について

も実行できるようになることが期待される．そこで

本稿では，デジタルツインの機能のうち，インター

ラクティブな What-if 分析を可能とするシミュレー

ション機能の開発に貢献することを目的とする．特

に，本稿では人の流れのシミュレーションに着目し

てモジュールを作成する．次節では，シナリオに応

じた擬似的な人流データの作成方法を関連研究に基

づき示す． 

 

2.2．擬似人流 

 都市空間での人の流れの把握は公衆衛生や都市計

画，商業振興などで需要が高く，また携帯電話など

の位置情報端末の普及により活用が進んでいる．他

方，一般的な位置情報データはプライバシーに関す

る懸念が高く，また高価であり誰でも利用できる状

態とは言い難い．こうしたことから，シミュレーシ

ョンのよって実際の人々の動きを再現し，擬似的な

人流データ生成する研究が進んでいる（Kashiyama 

et al., 2017; Kashiyama et al., 2022）．Kashiyama et al.

（2022）は，パーソントリップ調査や国勢調査等の

データに基づき日本全国をカバーする擬似人流デー

タを生成した．生成データは東京大学空間情報科学

研究センターの共同研究利用システム Joras で公開

されている（https://pflow.csis.u-tokyo.ac.jp/archives/1471/ 

参照）．Kashiyama et al.（2022）ではまず（1）国勢

調査等の人口分布に従った個人属性を持つエージェ

ントを生成し，（2）マルコフモデルを用いて活動デ

ータを生成する（自宅・職場・学校・買物・飲食・

病院・その他）．続いて（3）エージェントの個人属

性に基づき（2）の活動を行う場所を選ぶ．職場と

学校以外の活動場所は離散選択モデルに基づき選

ぶ．（4）活動場所への移動は個人属性や移動目的，

移動距離交通アクセス情報等に基づき確率的に割り

当てる．最後に（5）道路ネットワークや鉄道ネッ

トワークデータに基づき軌跡データを生成する．本

稿でも， Kashiyama et al. (2022)に基づき人流デー

タを生成する．次章では，本研究で開発するモジュ

ールの概要を示す．  

 

３．人流シミュレーションの構築とシナリオ 

 本研究では，任意のシナリオをユーザーが手元で

実行し，結果を確認することができるよう，以下の

構成要素を持つモジュールを開発する． 
 

i. 都市空間で発生しうるシナリオについて，ユー

ザーが任意パラメータを設定することができる

ようにする．モジュールは，パラメータを入力

値として受け取る． 

ii. 軽量化のため，ユーザーの分析対象自治体に限

って擬似人流を生成する．シミュレーションを

軽量化し，実行時間を短縮する． 
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iii. シナリオ変更前の擬似人流とシナリオに基づく

人流の比較が容易となるよう Kashiyama et al. 

(2022)の擬似人流と同じ出力フォームとする 

iv. ユーザーが生成した擬似人流のデータを簡易的

に確認できるよう生成した擬似人流をマップ上

で示す 
 
 以上の要素を持つモジュールを具体的なシナリオ

に基づき複数作成する．このうち，本稿では (1) 都

市空間内の建物情報の変更機能と（2）個人の異質性

を考慮した避難行動選択機能の 2 つのモジュールの

概要を示す．2 つのモジュールの概要とユーザが入

力できるパラメータは表 1 に示す． 

2.1．モジュール1: 建物情報変更機能 

 本モジュールでは，新規に建物が設置された場合

や撤退した場合，建物の利用用途が変更された場合

などのシナリオに基づき人流にどのような変化が起

こりうるのかを確認できるようにする．既存建物を

削除したい場合は削除範囲を短形範囲でモジュール

に入力し，新規建物を設置したい場合は建物の座標

や建物面積（㎡），用途，収容数を入力する．建物削

除や新規建物設置はどちらか一方のみでも，両者の

複数の組合せでも入力値となる．例えば特定のエリ

アで区画整理や商業地開発を行う場合は，既存建物

削除範囲を指定し，複数の新設建物情報を入力値と

する．モジュールは受け取った建物削除範囲および

新設建物情報に基づき自動で既存の建物情報データ

を変更する．具体的には，建物情報に変更を加えた

メッシュに対応する経済関連パラメータ（メッシュ

の就業者数等）も建物変更情報に基づき自動で更新

する．これら変更情報に基づき，当該自治体の擬似

人流を新たに生成する．擬似人流生成手法は

Kashiyama et al. (2022)を用いた．ただし，モジュール

の軽量化のため，シミュレーションで用いるデータ

は，分析対象の自治体とその隣接自治体のデータの

みを用いた．道路・鉄道ネットワークデータは当該

自治体にかかるデータのみを用いた． 

 

2.2．モジュール2: 個人の異質性を考慮した避難行

動選択機能 

 本モジュールでは，災害時の市民の避難行動選択

パターンの検証を目的とした．避難行動は災害の種 

 
図1 開発モジュールのイメージ 

 

表 1. 各モジュールのシナリオ例とユーザー入力値 

モジュ

ール 
分析シナリオ例 変更する都市空

間情報 
受け取り可能なユー

ザー入力値 
1. 建物
変更機

能 

新規商業地開発

での買物目的の

トリップや人流

の変化 

建物情報，変更

した建物情報に

関連する経済パ

ラメータ 

建物削除範囲（矩形

範囲），新規設置する

建物の座標や建物面

積，用途，収容数等 
2. 避難
行動選

択機能 

市民の災害時の

避難行動に関す

る意識や選択確

率が変わった場

合の避難行動 

個人属性別の避

難行動選択確率

（属性に応じた

選好） 

避難対象範囲，避難

場所候補地，避難開

始推奨時間，避難行

動選択のパラメータ

（2.2参照） 
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別や規模によっても異なるため，本稿では，静岡県

裾野市での富士山噴火時の避難を事例にモジュール

を作成した．静岡県裾野市は，富士山の大規模噴火

発生時，溶岩流が到達する可能性があるエリアを有

する（静岡県, 2021）．富士山火山防災対策協議会「溶

岩流可能性マップ」に基づき，擬似人流データ

（Kashiyama et al., 2022）を重ねると，平日午前 10 時

では，裾野市人口の 29.9％が大規模噴火発生時に 24

時間以内に溶岩流が到達する可能性がある範囲にい

る（図 2）． 

 モジュールを用いて変更できる都市空間情報は避

難場所候補地や市外への避難が必要な場合の市外最

終避難場所候補地である．また，災害発生時刻に応

じて人々の所在地や行動パターンが異なる可能性が

あることから， 避難開始時刻も設定できることとし

た．その上で，モジュールでは，エージェントは溶

岩流到達地域外へ避難するかどうかを選択する．エ

ージェントが選択しうる避難行動は付録図 A1 に示

す．エージェントは避難開始時間 t = t0以降，避難行

動の効用の大きさに基づきの確率的に避難行動を選

択することとした．エージェントが t0で避難を選択

した場合は次期 t1で避難選択は行わず，t0で避難を

選択しなかった場合は t1で避難選択をする．以降同

様に逐次的に選択を行う．溶岩流到達時刻を T とし

たき，t≥ 𝑇でエージェントは選択の機会が与えられ

ず避難する．tkで避難を選んだ場合は，（a）最寄り一

次避難所を経由してバス等で移動するか，（b）自ら

避難するかを選んだ上で，溶岩流到達可能性範囲外

の避難所に避難する．tk で避難しないを選んだ場合

は，（i）その場に留まる，（ii）自宅に戻る，（iii）職

場へ行く，（iv）家族を迎えに行くから次の行動を選

ぶ（付録図 A1）．tk+1で再び避難するかどうかを選択

する．tkから tk+1との時間間隔は，移動が発生する場

合は交通手段と距離によって算出した移動時間と滞

在・待機時間の合計とした．滞在・待機時間は 10 + 

ε 分と仮定し，ε は平均 10標準偏差 5 の正規分布に

従うものとした．移動がない場合は滞在・待機時間

のみで算出した． 

 なお，本来であれば，実際の避難行動データ等を

用いた避難行動モデルの構築やパラメータ推定が望

ましいが，本モジュールはプロトタイプであること

からエージェントの個人属性や環境条件に応じた選

 
図2. 富士山大規模噴火時に溶岩流到達可能性がある範囲と裾野市の擬似人流エージェント位置 

（富士山火山防災対策協議会「溶岩流可能性マップ」に基づき筆者作成） 
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択モデルを以下に示す方法で操作的に定めた． 

 まず，避難により得られる効用（Ve）と避難をし

ないことで得られる効用（Vne）を次式で求める． 

𝑉!,#,$,%& = '!"()#*+,$)

.%/! &⁄                     (1) 

𝑉!,#,$,%0& = 𝛽1%𝛿$𝜆1 2⁄ &(1 − 𝛼#) − 𝛾𝑥!.           (2) 

i は i番目のエージェントを示す．c は時間帯カテゴ 

リで c1は 6:00-15:59，c2は 16:00-21:59，c3は 22:00-

5:59 を示す．m は避難開始推奨時刻（初期設定 10:00

でユーザー入力値で変更可能）からの経過時間を示

す．δmは時間割引で初期値は 0.97 とした．避難開始

推奨時刻から時間が経過すると，避難することで得

られる効用がより大きくなることとする．diは i 番

目のエージェントのm時点での位置と 3時間以内溶

岩流到達可能性範囲との最短直線距離（km）を示す．

λ の初期値は 0.97 とした．エージェントがいる地点

に溶岩流到達可能性が迫っているほど避難から得ら

れる効用は大きいとする．f は世帯構成カテゴリで，

f1は単独世帯，f2は非親族を含む世帯，f3は一世代世

帯，f4は二世代世帯，f5は三世代世帯の世帯構成を示

す．xi は i 番目のエージェントの年齢を標準化した

値である（平均値 0, 標準偏差 1）．γ初期値は 0.005

として年齢が大きいほど避難から得られる効用がや

や大きくなることとした．αc1と αc2は一般的な大規

模水害時の避難率を参考に 0.43 とした．αc3 の初期

値は 0.2 とした．β1は世帯構成タイプ f によって変

動する．避難行動選択の傾向が世帯構成別に異なる

ことを示す．β1の初期値は付録表 A1 に示す．避難

を選ぶ確率は 4567(

4567(*4567)(
 とする．避難を選ぶ確率は

エージェントが避難を選択肢として選ぶ確率となる． 

 避難を選んだ場合は，（a）市内の最寄り一次避難

所を経由してバス等で市外へ避難する確率と（b）

自家用車等で各自市外へ避難する確率を κ，κ-1 と

した．κ の初期値は 0.2 とした． 

 避難しないを選んだ場合は，（i）家族を迎えに行

く，（ii）その場に待機，（iii）自宅に戻る，（iv）職

場に戻るからひとつの行動を選ぶ．それぞれの選択

肢の効用は次式で求める．ただし，自宅にいる場合

は 𝑉89$& を，職場にいる場合や非就業者である場

合は 𝑉:9;< を，単独世帯の場合は 𝑉=!#<	を選択肢に

含まない． 
 

𝑉!,%
=!#< = β>% − θ|𝑥!|                    (3) 

𝑉!,%
?@AB = βC% + θ𝑥!                     (4) 

𝑉!,%89$& = βD%𝑥 + θ𝑥!                    (5) 

𝑉!,%:9;< = βE%𝑥 + θ|𝑥!|                   (6) 
 
β の値の初期値は付録表 A1 に示す．θ の初期値は

0.05 とした．求めた効用の集合 D から d を選ぶ確

率は 
!"#$!

∑ !"#$!!∈#
 とした．パラメータは α，β，γ，δ，

λ，θ や避難開始推奨時間はユーザーの入力値とし

て受け取ることができる．パラメータの値を変更す

ることで，市民の避難の必要性や避難手段に対する

認識が変化した際の避難行動選択を簡易的に模すこ

とが可能になる．各エージェントの避難やそれ以外

の行動での交通手段選択は Kashiyama et al.（2022）

に基づいた．ただし，一次避難所を経由して最終避

難場所へ移動する場合のみバスとした． 

 なお，本モジュールはプロトタイプであり，現在

静岡県や裾野市の避難計画等に基づいていない．ま

た，前述のように避難行動選択モデルも実データに

基づいていない．実データの基づいた避難選択モデ

ルの構築は今後の課題とする． 

 

３．開発モジュールを用いたシナリオの検討結果 

 本章では静岡県裾野市を事例にモジュール１（建

物情報変更）とモジュール 2（避難行動選択）で生

成した擬似人流データの概要を示す． 

 

3.1．モジュール1: 建物情報変更機能 

 モジュール 1 の実行例として，大型商業施設が新

設された架空のシナリオに基づき，人の流れの変化

を検証した．このシナリオでは，現状の建物には変

更を加えず，裾野駅の南西約 1.5km付近に大型商業

施設を想定した建物情報を加えた．この新規商業施

設は裾野市内の買物目的の既存の施設の最大値の 2

倍程度の規模を想定した．具体的には，買物を主目

的とした新規建物6件と飲食を目的とした施設3件，

その他目的の施設 2件を追加した．新規建物を設置

したメッシュの買物関連の従業者数は，裾野市内で

最大の買物関連従業者数をもつメッシュの値の 2倍 
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程度とした．シナリオに基づき擬似人流を生成した

結果を図 3 に示す．図中（a）はシナリオ変更前の買

物目的滞在者数のヒートマップを示す（自宅滞在以

外）．図中（b）はシナリオ変更後の同ヒートマップ

を示す．メッシュの色が赤に近いほど買物目的滞在

者がメッシュ内に多いことを示す．シナリオ変更前

は裾野市役所周辺での買物目的滞在者数が最も多い

が，変更後は新設した建物周辺で滞在人口が最も多

い．同様に図 3（c）はシナリオ変更前の軌跡データ

のヒートマップを，図中（d）はシナリオ変更後の軌

跡データヒートマップを示す．シナリオ変更前は，

裾野市を南北方向に移動する軌跡の割合が多い（図

3-c）．建物情報変更後は，南北方向への移動は多い

ものの，新設建物周辺メッシュの軌跡が増加してい

る． 

 図 4 に建物変更前後の買物目的訪問者の変化を示

す．変更前は 0 である建物情報変更メッシュへの買

物目的訪問者は，変更後は1日あたり220を超えた．

時間帯としては，午前 10 時から 12 時頃までと午後

2 時から 5 時頃の訪問が多いことがわかる（a）．建

物情報変更前に最も買物目的での訪問者が多いメッ 

              
図 4. 大型商業施設を模した建物を追加したメッシュで
の買物目的での時間帯別滞在者数（a）とシナリオ変更前
に最も買物目的での滞在者数が多いメッシュでの買物目
的の時間帯別訪問者数（b）．新規建物を設置したメッシュ
はシナリオ訪問前の買物訪問者数は 0であるため（a）で
はシナリオ変更前のデータの表示はない． 
 

         

 
図 3. モジュール１で建物情報変更を行った場合の人の流れの変化例を示すヒートマップ．図中メッシュの色が濃い赤は
より多くの滞在者数もしくは軌跡があることを示す．緑は少ないことを示す．いずれも午後4時台のデータに基づく． 
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シュにおける，建物情報変更後の買物目的訪問者は，

1日あたりで 171 人と変更前の訪問者 67%程度が減

っていることがわかる（b）．ただし，午前中の訪問

者数が多い傾向は変わらない．  

 以上のように，モジュール１を用いることで，ユ

ーザーが任意に設定したシナリオに基づき，起こり

うる人流変化を事前に把握することできる．なお，

擬似人流データは平日の典型的な 1日の人流を示す

ことから休日での買物行動とは異なる可能性が高い．  

 

 3.2．モジュール2: 個人異質性を考慮した避難行

動選択 

 2.2 で示した避難行動選択モデルを基にパラメー

タを変更させた際の避難行動を確認した．エージェ

ントは午前 10 時から避難が推奨され，大規模噴火

発生時に 24 時間以内に溶岩流到達可能性のある範

囲の外に避難する．本稿では避難完了は 24 時間以

内溶岩流到達地域範囲外へ到達した時点で避難が完

了したとみなした．午前 10 時時点で 24 時間以内溶

岩流到達地域範囲外にいるエージェントは避難が完

了しているものとみなした．図 5 に，避難選択パラ

メータのうち，避難する確率に関するパラメータ α 

 

図5. モジュール2でユーザー入力値（パラメータαとδ）を変更した際のエージェントの避難行動の変化．αは避難す
る確率に関するパラメータで，δは時間割引率に関するパラメータ（2.2節参照）．（a）と（d）は避難完了時間のヒスト
グラム，（b）と（e）は累積避難完了時間ヒストグラム，（c）と（f）はエージェントが避難を始める前に選択する避難以
外の行動数の平均値（赤）と平均値の95％信頼区間（黒実線）を示す． 
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の値を任意に変化させ，それ以外のパラメータは初

期値とした場合の結果を示す．図中（a）は避難完了 

時刻のヒストグラムを示し α の値が大きくなると早

い時間帯で避難を行うエージェントが増える．また，

図中（b）は避難完了時刻の累積ヒストグラムを示す． 

α が小さいと，裾野市全体での避難完了時刻が遅く

なる．これは，避難する傾向が全体として小さい場

合には避難完了までにかかる時間が長くなることを

示す．図中（c）はエージェントが避難完了までに取

った行動の数の平均値で，α の値が大きくなるほど，

避難完了までにとる行動が減り，避難行動を取り始

める時間帯が早い傾向があることを示す．また，同

様に時間割引率に関するパラメータ δ を任意の値に

変更し，その他のパラメータを初期値とした際の結

果を図 5（d）から（f）に示す．δ が大きいと時間経

過に伴う避難確率が大きくなることを示す．図 6 に

 
図6避難開始推奨時刻から避難するまでの間の選択行動の世帯構成タイプ別（a）と世帯構成タイプおよび年代別の避難
完了時刻のヒストグラム（b） 
 

(a) 

(b) 
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パラメータを初期設定値とした場合の擬似人流生成

結果を世帯構成タイプや年代別にわけて示す．図 6

（a）はエージェントが t0以降避難を選択するまでに

選択した行動の分布を世帯構成タイプごとに示す．

図 6（b）は世帯構成タイプ別・年代別の避難完了時

間の分布ヒストグラムを示す．ユーザー入力値に基

づき市民の行動が生成されていることが確認できる．

例えば，二世代世帯のエージェントは避難行動を選

択する前に，家族を迎えに行くケースが最も多く，

次いで自宅に滞在したり，帰宅するケースや職場や

学校に向かったり，職場や学校で待機するケースも

一定程度存在することがわかる．また，図 6（b）に

示すように，二世代世帯では，午前 10 時前後で避難

をすぐ開始するエージェントも多いが，家族を迎え

に行くなどその他の行動をとるケースも多いことな

どから，午後 11 時から午後 12 時前後で避難を開始

するケースも多いことが読み取れる． 

 以上のように，モジュール 2 を用いることで，ユ

ーザーが任意に設定した個人属性に応じたシナリオ

に基づき，避難行動選択のパターンを確認すること

ができる． 

 

４．まとめ 

 本研究では，任意のシナリオをユーザーが手元で

実行し，結果を確認することができるような構成要

素を持つシミュレーション基盤モジュールを作成し

た．作成したプロトタイプは，一般的な人流データ

で分析が困難である個人属性に応じた What-if 分析

を行うことができる点に特徴がある． なお，本研究

で開発した各モジュールはプロトタイプ段階であり，

シナリオに基づく生成人流の評価を行う必要がある．

今後の課題としたい．また，ユーザーの用途に応じ

た利用の容易性や利便性向上に向けた更なる検証が

必要である．  
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付録 

 

 
図A1モジュール１の設計のために用いたエージェントの避難行動選択の流れ．本稿でのシナリオ内の設定であり自治

体の避難計画等に基づくものではない． 

 

表A1. 避難行動を選択しなかった場合の選択行動推定のためのパラメータβの初期値 

世帯構成 f1   f2   f3   f4   f5   

時間帯 t1 t2 t3 t1 t2 t3 t1 t2 t3 t1 t2 t3 t1 t2 t3 

避難する（𝛽1） 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 

家族を迎えに行く（𝛽>） n.a. n.a. n.a 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 

その場待機（𝛽C） 0.5 0.5 0.8 0.5 0.5 0.8 0.5 0.5 0.8 0.5 0.5 0.8 0.5 0.5 0.8 

自宅に戻る（𝛽D） 0.25 0.35 0.15 0.25 0.35 0.15 0.25 0.35 0.15 0.25 0.35 0.15 0.25 0.35 0.15 

職場へ行く（𝛽E） 0.25 0.15 0.05 0.25 0.15 0.05 0.25 0.15 0.05 0.25 0.15 0.05 0.25 0.15 0.05 

註 1：f1 = 単独世帯，f2 = 非親族世帯，f3 = 1世代世帯，f4 =2世代世帯，f5 = 3世代世帯 
註 2：t1 = 6:00-15:59，f2 = 16:00-21:59，f3 = 22:00-5:59 


